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シンポジウム11 

病院歯科シンポジウム：高齢者を支える病院歯科の普及について語り合お

う！
座長：大野 友久（浜松市リハビリテーション病院歯科 部長）
2022年6月12日(日) 14:10 〜 16:00  第1会場 (りゅーとぴあ　2F　コンサートホール)

企画：特任委員会（病院歯科） 

＊認定制度指定研修

【シンポジウム趣旨】 

高齢者に対応する病院歯科の普及について，ベテラン歯科医師と若手歯科医師でシンポジウムを行う。ベテラン

には，病院歯科という雇用を創出・拡充するために実践してきたこと，今後の展望・現在の問題点について提示

していただき，若手には現在の病院歯科活動の実際と，病院歯科で勤務するのに必要な知識・技術について，病

院歯科勤務希望の若手歯科医師の参考になるよう紹介いただく。これらの話を基に討論を実施し，現時点で病院

歯科の普及を妨げていることや，今後の課題を明確化し，日本老年歯科医学会としての病院歯科に関するス

テートメントを作成したいと考えている。 

 

【このシンポジウムに参加すると】 

●高齢者に対応する病院歯科について理解できる。 

●病院歯科における医科歯科連携・地域医療連携について理解できる。 

 

【大野 友久先生 略歴】 

1998年　東京医科歯科大学歯学部　卒業 

1998年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　入学 

2001年　聖隷三方原病院リハビリテーション科歯科 

2002年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　卒業 

2008年　聖隷三方原病院リハビリテーション科歯科　医長 

2013年　聖隷三方原病院歯科　部長 

2015年　国立長寿医療研究センター 

2017年　国立長寿医療研究センター　室長 

2019〜年　浜松市リハビリテーション病院歯科　部長 

 

日本老年歯科医学会　理事　指導医　専門医　認定医　摂食機能療法専門歯科医師 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会　代議員　認定士
 

 

大学病院と市中病院での病院歯科の展開
○曽我 賢彦 (岡山大学病院　医療支援歯科治療部)

【略歴】 

1998年　岡山大学歯学部卒業 

2002年　岡山大学大学院歯学研究科　修了　博士（歯学） 

2002年　岡山大学歯学部附属病院　医員（第二保存科） 

2003年　国立療養所邑久光明園(おくこうみょうえん)　厚生労働技官　歯科医師 

2007年　国立療養所邑久光明園　厚生労働技官　歯科医長 

2008年　岡山大学医学部・歯学部附属病院（現　岡山大学病院）　歯周科　助教 

2008年　岡山大学医学部・歯学部附属病院（現　岡山大学病院） 

　周術期管理センター歯科部門　部門長　兼任（〜2010年） 



- SY11-02 -

©一般社団法人 日本老年歯科医学会 

日本老年歯科医学会 一般社団法人日本老年歯科医学会 第33回学術大会 

2010年　日本学術振興会特定国派遣研究者（オランダ） 

　（ライデン大学メディカルセンター，Academic Centre for Dentistry in Amsterdam） 

2011年　岡山大学病院　中央診療施設　医療支援歯科治療部　副部長・助教 

2013年　岡山大学病院　中央診療施設　医療支援歯科治療部　副部長・准教授 

2017年　岡山大学病院　中央診療施設　医療支援歯科治療部　部長・准教授 

現在に至る

 
【抄録】 

　私は、縁あって、歯周病の教室で研鑽を積んだ歯科医師の駆け出しの頃から、岡山大学病院における医科歯科

連携の仕事に関わっています。医科歯科連携に特化した中央診療施設（医療支援歯科治療部）が設置された

2011年以降は、この治療部の実務を統括する立場として、病院医療の質を歯科の専門性でより良くするための仕

事をしています。 

　対象疾患はがんが多く、手術療法や化学療法等を受ける患者の口腔管理を積極的に行っています。また、心臓

血管外科の患者の口腔管理も多く行っています。医療の進歩とともに高齢者にも適応できる治療が増え、私たち

が対応する患者の高齢化も著しくなっています。延伸した寿命における生活の質がより良いものとなるよう、あ

るいは口腔が生活の質を低下させる原因とならないよう、必要な口腔管理を、地域の歯科医療機関の協力も得な

がら行っています。 

　病院における医科歯科連携は極めて重要なはずですが、実際に歯科を設置している病院は約2割で、病院に従事

している歯科医師は全体の約3%と少ない状況です〔厚生労働省第5回歯科医師の資質向上等に関する検討会資料

（2017）より〕。医科歯科連携をさらに進める観点から、病院に歯科医師の配置を進めていく議論があり、前述

の検討会が示した「歯科保健医療ビジョン」でも提言されていますが、５年経った現在、目立った進捗は見られ

ません。 

　この原因の一つは、病院歯科の経営的な困難さにあると思われます。一例となりますが、私は2019年から、縁

あって、心臓血管外科を主とする高知市の近森病院（512床・高知県の急性期医療の拠点病院の一つ）でも、病院

医療の質を向上させるための歯科の開設と運営のお手伝いをしています。加齢による心臓弁膜症（主として大動

脈弁狭窄症）で慢性心不全を患う高齢者に対し、近年カテーテルによる心人工弁置換術を施行しており、90歳代

の患者も多くおられます。心周術期の口腔管理は重要かつニーズが高いものです。しかし、現在の診療報酬で回

収できるのは歯科医師の人件費のみ程度にとどまり、採算のとりようがありません。2012年に周術期等の口腔管

理に対して診療報酬が新設されたのは画期的でしたが、在院日数が極めて短い超急性期病院ではほぼ管理料収入

のみとなります。歯科に極めて理解がある副院長（心臓血管外科）は、私の顔を見るたびに、「君ら（の診療報

酬）はほんとにかわいそうだ」とおっしゃるのが口癖のようになっています。 

　もう一つの原因として、人材育成体制が整っていないことも問題と思われます。学部教育における多くの科目

で、その専門分野の観点から高齢者を支える歯科医療の重要性に触れられるようになりました。一方で、その医

療提供の場について、地域のみならず、病院を想像できる学生や研修歯科医はまだ少ないように思われます。超

高齢社会の病院医療を支える歯科医療者の重要性を理解できるような教育が必要と思われます。 

　大学病院と市中病院での病院歯科の展開について、私が経験し考えていることについて、具体例を示しなが

ら、皆様の議論のお役に立てることができればと考えております。


